
 

栗山町の保有分譲地に関する一般媒介契約書 

 

栗山町（以下「甲」という。）と宅地建物取引業者                  

（以下「乙」という。）とは、甲所有の分譲地に係る媒介に関して、次のとおり一般媒介契

約を締結する。 

 

（媒介の依頼） 

第 １ 条 甲は、次の各号に掲げる物件（以下「媒介対象物件」という。）の分譲の媒介を

乙に依頼する。 

（１）エコビレッジ湯地の丘 分譲地（平成２０年度造成） 

（２）その他甲が保有する分譲地 

２ 甲は、自ら発見した相手方と分譲契約を締結することができる。 

 

（分譲地購入希望者への説明等） 

第 ２ 条 媒介対象物件の購入を希望する者（以下「購入希望者」という。）に対する物件

調査等については、乙において説明する。この場合において、媒介対象物件に関する詳

細の情報等が必要な場合は、甲が支援するものとし、必要に応じて甲が同席する。 

２ 乙は、購入希望者との交渉状況等について、適宜、甲に対し報告、相談を行う。 

 

（購入申込み） 

第 ３ 条 乙は、購入希望者が希望する物件について、既に他者による申込みがあるかど

うかを甲に確認の上、甲が指定する書式による申込書を購入希望者から提出させるもの

とする。 

２ 乙は、前項により購入希望者から申込書を受領したときは、速やかにこれを甲に提出

する。 

３ 甲は、乙から申込書の提出を受けたときは、速やかに申込者の資格審査等を行い、所

定の様式にて乙及び当該申込者へ決定を通知する。 

 

（媒介の成立） 

第 ４ 条 本媒介は、甲が申込者との間で土地売買契約を締結し、甲が分譲代金全額の納

付を受けたときに成立するものとする。 

 

（媒介手数料） 

第 ５ 条 乙は、前条により媒介が成立したときには、甲に対して分譲価格の３％の媒介

手数料（消費税別途）として請求することができる。但し、最低媒介手数料を１０万円

（消費税別途）とする。 

この媒介契約は国土交通省が定めた標準媒介

契約約款に基づく契約ではありません。 



２ 乙は、前項の媒介手数料のほか、名目の如何を問わず、甲に一切の金員を請求するこ

とができない。 

 

３ 甲は、前条により媒介が成立したときは、乙からの適法な請求書を受理した日から３０

日以内に媒介手数料を支払う。ただし、乙の責めに帰する事由により土地売買契約が解

除になり無効となったときは、乙は、甲から受領した媒介手数料を直ちに甲へ返還しな

ければならない。 

 

（費用負担） 

第 ６ 条 甲及び乙は、各自に生じた費用は自己負担とし、他の者に請求することができ

ない。 

２ 乙と購入希望者との間に生じた苦情や紛争等については、乙の責任において解決する

ものとし、金員の支払い等について、甲は一切関与しない。 

 

（媒介の中止） 

第 ７ 条 甲は、媒介対象物件の一部又は全部について、媒介を中止する必要があると判

断したときは、乙にその旨を書面により通知するものとする。 

２ 乙は、現地調査等の結果、媒介対象物件の瑕疵その他媒介業務の遂行に支障があると

判断した場合は、甲と協議の上、媒介を中止することができるものとする。 

 

（契約の解除） 

第 ８ 条 甲又は乙がこの契約に定める義務の履行に関して、その本旨に従った履行をし

ない場合は、相当の期間を定めて履行を催告し、その期間内に履行がないときは、この

契約を解除することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、乙が次の各号のいずれかに該当する場合は、甲は、催告を

しないでこの契約を解除することができる。 

（１）宅地建物取引業法（以下「法」という。）第３条第２項の規定により免許の効力を失

ったとき 

（２）法第６５条の規定による指示処分又は業務停止処分を受けたとき 

（３）法第６６条及び第６７条の規定による免許の取り消し処分を受けたとき 

（４）この契約にかかる重要な事項について、甲若しくは購入希望者に対し故意若しくは

重過失により事実を告げず、又は不実のことを告げる行為をしたとき 

（５）宅地建物取引業に関して不正又は著しく不当な行為をしたとき 

（６）甲及び乙、双方が契約の解除に合意したとき 

 

（損害賠償） 

第 ９ 条 乙は、この契約に定める義務を履行しないため、又は第８条の規定により契約



解除となったため甲に損害を与えた場合は、その損害を賠償するものとする。 

 

（契約の有効期間） 

第１０条 この契約の有効期間は、この契約を締結した日から平成２６年３月３１日まで

とする。 

 

（契約の更新） 

第１１条 甲乙いずれからも相手方に対して何らかの書面による意思表示がない場合、本

契約は同一条件で更に１年間更新されるものとし、以後も同様とする。 

 

（秘密の保持） 

第１２条 乙は、媒介を行うために知り得た秘密を、他に漏らしてはならない。 

 

（疑義の決定） 

第１３条 この契約に定めのない事項又はこの契約に関して疑義が生じたときは、甲乙協

議の上、これを定めるものとする。 

 

 

 この契約締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通保有する。 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日               

 

 

甲  所在地  夕張郡栗山町松風３丁目２５２番地 

名 称  栗山町              

   代表者    町長  椿 原 紀 昭  ㊞ 

 

乙  住 所                   

名 称                   

代表者                 ㊞ 

 


